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大
和
田
述
樹
の
「
明
治
文
学
史
」
は
、
明

治
二
十
七
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ま

と
ま
っ
た
明
治
の
文
学
史
と
し
て
は
、
最
初

の
も
の
で
あ
る
。
救
述
内
容
の
面
で
は
、
時

代
区
分
に
、
輸
入
時
代
（
元
－
一
○
年
頃
）

反
動
時
代
（
一
○
－
二
五
年
頃
）
新
聞
時
代

（
二
五
年
以
後
）
と
記
し
て
い
る
な
ど
、
今

か
ら
見
れ
ば
妙
な
処
が
多
い
が
、
と
に
か
く

筆
者
の
生
き
て
き
た
生
々
し
い
時
代
を
扱
っ

て
い
る
の
で
、
個
々
の
事
象
の
説
明
に
は
な

か
な
か
生
彩
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
信
頼
感

が
も
た
れ
る
。
と
こ
ろ
が
次
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。
「
英
独
二
派
の
占
領
た
り
し
小
説

界
は
。
亦
典
様
の
方
角
よ
り
し
て
新
思
想
を

輸
入
せ
り
。
何
ぞ
や
。
人
間
社
会
の
出
来
事

を
哲
学
的
に
観
塞
す
る
露
国
小
説
の
入
り
来

り
し
事
こ
れ
の
み
。
（
中
略
）
蓋
し
二
葉
亭

四
迷
氏
は
其
紹
介
者
の
一
人
な
り
き
。
『
都

の
花
』
に
出
た
る
『
浮
雲
』
『
野
末
の
菊
』

『
国
民
の
友
』
に
出
た
る
『
流
転
略
等
は
其

傑
作
な
り
と
す
。
」
こ
の
「
野
末
の
菊
」
と

「
流
転
」
と
は
、
矢
崎
嵯
峨
の
屋
の
作
品
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
次
に
出
た
高
山
樗
牛
の
「
明
治
の
小

説
」
（
太
陽
・
三
○
年
六
月
）
に
は
、
そ
の

よ
う
な
大
き
な
誤
り
は
な
い
が
、
松
村
操

（
号
春
風
）
と
松
村
春
輔
と
を
混
同
し
て
記

し
て
い
る
。
こ
の
誤
り
は
、
岩
城
準
太
郎
の

「
明
治
寸
学
史
」
（
明
治
三
九
年
）
に
も
踏

襄
さ
れ
、
ま
た
同
四
二
年
刊
の
「
文
芸
百
科

全
書
」
中
の
「
日
本
文
学
・
明
治
時
代
」

（
服
部
嘉
香
執
筆
）
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。
村
上
文
庫
の
「
明
治
文
学
書
目
」
に
よ

る
と
、
春
輔
の
著
作
は
明
治
十
六
年
で
終

り
、
春
風
は
十
七
年
で
終
っ
て
い
て
、
｜
は
と

ん
ど
沽
躍
期
が
ひ
と
し
い
。
ま
た
春
風
は
書

店
兎
屋
（
思
誠
堂
）
の
恭
頭
だ
が
、
春
輔
は

「
僅
古
夢
物
語
」
「
春
雨
文
庫
」
等
比
鮫
的

著
名
な
著
書
が
あ
る
に
‐
も
か
か
わ
ら
ず
生
没

履
歴
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
本
間
久
雄

博
士
の
「
明
治
文
学
史
」
に
よ
う
や
く
長
州

藩
士
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
か
に
き
れ

て
い
る
程
度
で
あ
る
。
如
何
に
も
こ
の
二
人

自

nl粛

田

繁弁

郎

は
ま
ぎ
ら
わ
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
た
し

か
だ
が
、
大
体
、
こ
う
い
う
古
い
著
作
は
、

執
筆
者
が
そ
の
時
代
毎
生
き
て
き
た
の
だ
か

ら
、
資
料
的
に
た
し
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
で
も
、
↑
」
の
有
様
で
あ
る
。
別
し
て
、
今

日
の
文
学
史
の
書
物
に
誤
り
の
あ
る
の
は
当

然
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
角
川
文
庫
の
「
昭
和
文
学
史

上
巻
」
に
、
宮
陥
資
夫
の
「
坑
夫
」
を
、
宮

地
嘉
六
の
作
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
筑
摩
の

全
集
の
「
現
代
日
本
文
学
史
」
で
は
、
宮
地

嘉
六
の
「
放
浪
者
富
職
」
を
宮
島
資
夫
の
作

・
だ
と
書
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
誤
り
は
、
ま
ず
小
さ
い
も
の
に

は
違
い
な
い
。
あ
げ
つ
ら
う
方
が
恥
し
い
く

ら
い
な
の
だ
が
、
文
学
史
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
個
々
の
文
学
現
象
が
無
視
さ
れ
て
よ
い

と
は
言
え
な
い
。
な
し
ろ
、
個
々
の
作
品
，

作
家
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
文
学
史
は
禅
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と
、
猛
烈
に

自
信
が
あ
る
よ
う
、
だ
が
、
決
し
て
そ
う
い
う

訳
で
は
な
い
。
大
い
に
自
戒
自
粛
の
つ
も
り

で
書
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
五
・
五
・
二
）
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